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ハンセン病療養所の地域開放と共生
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3 ．構想の現況



















大項目 3 に関しては，保育園の設置（平成24（2012）年 7 月 1 日実現）とある。
Ⅲ．保育園開園に向けて
1 ．自治会と保育園






















































な子どもの保護」，「 6 ．保育環境の整備による安全・安心な保育の提供」，「 7 ．公共施
設・民間保育施設等との連携協力による双方の機能強化」，「 8 ．地域及び子育て家庭に
対する支援」である。












































































































































































































社会学部論叢　第27巻第 2 号 2017. 3〔54〕
39
である全国ハンセン病療養所入所者協議会（全療協：かつては全患協）の法廃止運動や国
賠訴訟等がマスコミで取り上げられるたび，後遺症の重い入所者が前面に出てくるのを複
雑な気持ちで見ていた。
　　　インタビューは事前に質問項目を送付し，当日は山岡さんと途中退室されたAさんと半
構造化面接形式で約2時間行った。面接内容はお二人の許可を得た上でICレコーダーに録
音した。
　　　花さき保育園開設前から自治会長を務め，保育園設置・設置後の経緯をよく知る佐川さ
んは，体調を崩し暫く業務から離れており，復帰が待たれる。
（ 5 ）　花さき保育園と多磨全生園との交流については以下を参照のこと。
　　　川﨑愛（2016）『保育園がハンセン病療養所にあること―花さき保育園の取り組み―』
社会学部論叢第27巻第 1 号
（ 6 ）　多磨全生園入所者自治会『正しく学ぼう！ハンセン病Q＆A』2016年7月，49頁
　　　多磨全生園の前身の全生病院開設からの「緑化活動のあゆみ」がまとめられている。
（ 7 ）　全国のハンセン病療養所では今も昔も職員の確保には苦慮している。強制隔離政策の時
期に開設した療養所の立地条件はどこも一様に悪かった。そのため職員も隔離されるよう
な状況となり，各療養所は附属の准看護学校を創設し，即戦力として准看護師を養成して
いた。
　　　現在，ハンセン病療養所で看護師を養成しているのは長島愛生園附属高等看護学院と多
磨全生園附属高等看護学院の二校である。
（ 8 ）　楓編集委員会（2016.11.12）『楓』国立療養所邑久光明園　通巻第572号，18－19頁
　　　要介護 4 の障害者である好善社社員長尾文雄さんが，自分の入院体験を入所者が外の病
院に入院した場合に生じる困難と照らし合わせて寄稿した。
